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                    監督会議資料 

１、適用規則 

 

 

 

 

 

２、連絡 

（１）跳馬の跳躍板は３−３−２、３−１−２、２−１−２の 3 台を用意します。 

（２）試合用ユニフォームに所属のマークが付いているか確認してください。また、ゼッケンの付け間違 

いにも気を付けてください。減点の対象になります。 

（３）各種目の開始に D１審判の前に整列し挨拶をお願いいたします。 

（４）次の種目への移動を待っている間の練習を着地マット、助走路上で行うことを禁止いたします。 

練習する場合は床面で行ってください。 

（５）演技中に頭部へ衝撃があったり、熱中症の症状や体調不良などの様子が見られた場合、選手の安全

確保の観点から D１審判（主審）、審判、または審判長、救護係から演技中断の指示を出すことがあ

ります。ご理解をお願いいたします。 

（６）A クラスの D スコアに関する質問は、その種目のローテーション内に D１審判に口頭で行ってく

ださい。最後の演技者の場合は次の種目のアップ時間が終了するまでにお願いします。なお、D１審

判に質問後、再度質問したい場合は、その班の競技終了後１０分以内に書面で審判長まで提出して

ください。（正面は、審判長の席に用意してあります） 

（７）鉄棒、つり輪でプロテクターが切れた場合は、D１審判に切れたプロテクターを提示してください。 

（８）A クラス、B クラスともに、あん馬のとびつき台は、開催実行委員会が準備した台を使用してくだ

さい。A クラスは「５０cm」までになっております。補助台はとびつき台ではありません。 

（９）B クラスの平行棒のとびつき台も、あん馬と同様に開催県実行委員会が準備した台を使用してく

ださい。なお、跳躍板ととびつき台を併用して使用することはできません。 

（10）演技の終了は「着地のポーズ」→「審判にあいさつ（礼）」までです。それが終わるまでガッツポ

ーズなどのパフォーマンスをしてはいけません。減点の対象になる場合があります。ご注意くださ

い。 

A クラス：「2025 年版採点規則及び体操競技情報最新号、2025 年版 U-15 男子適用規則を適用 

B クラス：2022 年度 体操競技 小学生規定演技を適用（あん馬１） 

※A、B クラスともに花丸ルールを適用 

 


